
講

習

科

目

時

間

数

一

タ
ン
カ
ー
の
構
造
、
設
備
及
び
船
内
実
務

三
時
間

二

タ
ン
カ
ー
に
お
け
る
火
災
及
び
爆
発

二
時
間

三

タ
ン
カ
ー
に
お
け
る
火
災
に
対
す
る
消
火
技
術

二
時
間

四

引
火
性
危
険
物
質
の
物
理
的
性
質
及
び
化
学
的
性
質

二
時
間

五

検
知
器
具
及
び
保
護
具
の
取
扱
方
法

一
時
間

六

災
害
防
止
対
策

二
時
間

七

海
上
汚
染
防
止
対
策

二
時
間

八

船
員
法
そ
の
他
船
員
の
安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
法
令

二
時
間

第
十
一
号
表
（
第
七
十
七
条
の
六
の
三
関
係
）

講

習

科

目

条

件

一

石
油
火
災
消
防
実
習

三
級
海
技
士
（
航
海
）
若
し
く
は
三
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
若
し

く
は
こ
れ
ら
よ
り
上
級
の
資
格
に
つ
い
て
の
免
許
を
有
す
る
者
で
あ
つ

て
、
当
該
免
許
を
受
け
た
後
二
年
以
上
船
舶
職
員
と
し
て
タ
ン
カ
ー
に

乗
り
組
ん
だ
履
歴
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
能
力
を

有
す
る
者
で
、
危
険
物
に
関
す
る
研
究
又
は
実
務
に
二
年
以
上
従
事
し

た
経
験
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

液
化
ガ
ス
火
災
、
液
体
科
学

薬
品
消
防
実
習

三

船
内
捜
索
救
助
実
習

四

検
知
器
具
及
び
保
護
具
の
取

扱
実
習

一

三
級
海
技
士
（
航
海
）
若
し
く
は
三
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格

若
し
く
は
こ
れ
ら
よ
り
上
級
の
資
格
に
つ
い
て
の
免
許
を
有
す
る
者

で
あ
つ
て
、
当
該
免
許
を
受
け
た
後
一
年
以
上
船
舶
職
員
と
し
て
船

舶
に
乗
り
組
ん
だ
履
歴
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の

能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学

（
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
よ
る
大
学
を

含
む
。）又
は
高
等
専
門
学
校
（
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
勅

令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
を
含
む
。）（
以
下
「
大
学
等
」

と
い
う
。）に
お
い
て
医
学
若
し
く
は
工
学
に
関
す
る
学
科
を
修
得
し

て
卒
業
し
た
者
で
、
そ
の
後
二
年
以
上
検
知
器
具
及
び
保
護
具
に
関

す
る
研
究
若
し
く
は
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
又
は
こ

れ
ら
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
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三

甲
種
危
険
物
等
取
扱
責
任
者
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
関
す
る
事
務
に

つ
い
て
は
、
第
七
十
七
条
の
六
の
十
八
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
。

（
準
用
）

第
七
十
七
条
の
六
の
二
十
一

第
七
十
七
条
の
六
の
六
か
ら
第
七
十
七
条
の
六
の
十
六
ま
で
の
規
定
は
登
録
学
科
講

習
、
登
録
学
科
講
習
実
施
機
関
及
び
登
録
学
科
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
九
号
表
第
一
号
中

「
２

申
請
日
以
前
五
年
以
内
に
、
消
火
、
タ
ン
カ
ー
の
安
全
の
確
保
、
海
洋
汚
染
の
防
止
等
に
関
す
る
講
習

で
あ
つ
て
当
該
タ
ン
カ
ー
の
航
行
区
域
又
は
そ
の
職
務
の
別
に
応
じ
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
す
る
も
の
の

課
程
を
修
了
し
た
こ
と
。

」
を

「
２

申
請
日
以
前
五
年
以
内
に
、
消
火
、
タ
ン
カ
ー
の
安
全
の
確
保
、
海
洋
汚
染
の
防
止
等
に
関
す
る
講
習

で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
。

\

第
七
十
七
条
の
六
の
二
及
び
第
七
十
七
条
の
六
の
三
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け

た
講
習

]

第
七
十
七
条
の
六
の
十
七
及
び
第
七
十
七
条
の
六
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を

受
け
た
講
習

」
に

改
め
、
同
表
備
考
を
削
る
。

第
九
号
表
の
次
に
次
の
三
表
を
加
え
る
。

第
十
号
表
（
第
七
十
七
条
の
六
の
三
関
係
）

一

模
擬
船
橋

二

模
擬
機
関
室

三

模
擬
船
室

四

模
擬
タ
ン
ク
破
口
及
び
模
擬
タ
ン
ク
噴
出
設
備

五

模
擬
船
舶
載
貨
設
備

六

模
擬
亀
裂
甲
板
設
備

七

模
擬
タ
ン
ク
設
備

八

消
火
ポ
ン
プ

九

送
水
管

十

消
火
栓

十
一

消
火
ホ
ー
ス

十
二

ノ
ズ
ル

十
三

水
噴
霧
放
射
器

十
四

国
際
陸
上
施
設
連
結
具

十
五

液
体
消
火
器

十
六

泡
消
火
器

十
七

鎮
火
性
ガ
ス
消
火
器

十
八

粉
末
消
火
器

十
九

消
火
剤

二
十

個
人
装
具

二
十
一

自
蔵
式
呼
吸
具

二
十
二

命
綱

二
十
三

手
袋

二
十
四

長
靴

二
十
五

ヘ
ル
メ
ッ
ト

二
十
六

安
全
灯

二
十
七

実
習
用
モ
デ
ル
人
形

二
十
八

発
煙
筒

二
十
九

酸
素
濃
度
測
定
器

三
十

可
燃
性
ガ
ス
検
定
器

三
十
一

ガ
ス
検
知
器

三
十
二

送
気
マ
ス
ク

三
十
三

空
気
呼
吸
器

三
十
四

酸
素
呼
吸
器

三
十
五

安
全
ベ
ル
ト

三
十
六

防
毒
マ
ス
ク

三
十
七

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス

三
十
八

油
回
収
装
置

三
十
九

油
ゲ
ル
化
剤

四
十

油
処
理
剤

四
十
一

油
吸
着
剤

四
十
二

ひ
し
や
く

四
十
三

バ
ケ
ツ

四
十
四

実
習
用
舟
艇
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